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〈資　料〉

コ ミ ュ ニ テ ィ を対象 とした反すうとス トレ ッ サ ー の

　　　相互関係が及ぼす抑 うつ へ の 縦断的影響

村 山　恭朗
1

岡安　孝弘
2

要　約

　ネガ テ ィ ブ な反すうは抑うつ を悪化 させ る こ とが実験的、横断的、縦断的 に これ ま で 見い だ され て

い る。先行研 究 に お い て 、反すうはス トレ ッ サ ー
の 生 成 を促 し、さ ら に ス トレ ッ サ ーは 反 す うを強め

る こ とが示唆されて い る。本研究で は、反す うとス トレ ッ サ ーの 関連性が 及ぼす抑うつ へ の影響 を検

討す る た め に 、2 回 に わ た る 縦断的調査 を行 っ た。lll名 の 成 人対象 （平均年齢 44．30± 1L34 歳〉が

T1 調査 で 反す うと抑 うつ を、そ の 7 カ 月後に反 すう、抑 うつ 、ス トレ ッ サ
ー

を測定 した 。 共分散構

造分析 の 結果、Tl 反すうは 直接 的 に T2抑 う つ に 影響 を及 ぼ して お らず、7 カ 月間で 経験 され た ス ト

レ ッ サ ーが 抑 うつ に 及 ぼす 反 す う の 影響 を完全 に 媒介 して い た 。 加え て 、Tl 時点 で の 反す うと抑う

つ は Tl−T2 間 の ス ト レ ッ サ ーの生成を促 し、それが T2 時点 に おけ る反すうや抑 うつ を 悪 化 させ る こ

と も示 さ れ た 。

キー
ワ
ード ：ネ ガテ ィ ブ な 反 す う　抑 うつ 　 ス トレ ッ サ

ー
　共分散構造分析　縦断的研究

序　論

　うつ 病は現代社会に蔓延する精神疾患の
一

つ で

ある。 世界保健機構 （World　Health　Organization）

に ょ れ ば、うつ 病は 2020 年ま で に 世 界の 精神

保健 を脅かす疾病の 上位に位置づ けられ てお り

（Murray＆ Lopez， 1998）、 わ が 国 に お い て も

1996年か ら2011 年の 15年間で うつ 病の 患者数

は 2倍以 上 に 増加 して い る （厚生 省大臣官房統

計情報部，1998； 厚生労働省大臣官房統計【青報

部，2012 ）。 こ れ に 加 え て 、コ ミ ュ ニ テ ィ に お

い て うつ 病発症 リ ス クを高め る要因と される抑

うつ （Cuijpers　＆　Smit，2004）の 遷延化 も問題視

され て い る 。 厚生労働省が 2002年 に実施 した

「保健福祉動向調査 （心 身の健康）」（厚生 労働

省大 臣官房統計部，2002）で は 、全体 （22，
430名）

の 30．3％が抑 うつ 状態 にあっ たこ とが報告され
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て い る 。
こ の こ とか ら、コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る

うつ 病予防を見据 える うえで うつ 病発症 につ な

が る抑 うつ の 悪化 ・慢性化 を引 き起 こす要因と

その プ ロ セ ス を精査す る こ とは重要で ある 。 そ

こ で 本研究は抑 うつ の 悪化や うつ 病の 発症 リス

クを高め る と指摘 され て い る ネガ テ ィ ブ な反す

うとス トレ ッ サ
ーを取 り上 げ、コ ミ ュ ニ テ ィ に

おける これ らの 要因と抑うつ と の 縦断的 な関係

を議論 して い く。

　ネ ガ テ ィ ブな反す う （以 下 、反す う）は抑 う

つ の 悪化 や うつ 病発症 リス クを高め る要因の 一

つ で あ り、 ス トレ ス フ ル な出来事に よ り喚起 さ

れたネガテ ィブな認知を繰 り返 し想起する こ と

を指す （Alloy　et　aL ，2000）。 横断的調査 にお い

て、反すうが強 い 大学生や成人は ほ かの 者 と比

べ る とよ り強 い 抑うつ 状態 に ある こ とが報告さ

れ て い る （村 山 ・岡安，2012a）。ま た Nolen −

Hoeksema 　＆　Morrow （1991）は 、 サ ン フ ラ ン

シス コ 湾地 震直前 に行 っ た調査 にお い て 反すう

が強か っ た大学生 は反す うが 弱か っ た大学生 と

比 べ 、地 震発生 10 日後 と 7週 間後に重篤な抑
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うつ 状態 にあ っ た こ とを報告 して い る 。 実験研

究に お い て も強 く反す うを行 う場合 には抑うつ

が 悪 化 しや す い こ と が 見 い だ され て い る

（Watkins　＆　Teasdale，2001 ）。 さ らに反す うと う

つ 病 リス ク との 関連 も指摘 され て お り、 コ ミ ュ

ニ テ ィ に お ける縦断的調 査で は反 すうが 強い 者

は ほ か の 者 と比 べ る とうつ 病 リス ク が高 い こ と

も報告 され て い る （Nolen −Hoeksema 　＆　Larson，
1999）。 こ れ らの 知見か ら、反す うが強 い ほ ど

横断的お よび縦断的 に抑うつ の維持 ・悪化が促

され ると考 えられる 。

　反 すうは 継時的に安定 して い る要因で ある と

一
部の研究で 指摘されて い る （Nolen −Hoeksema

et　a1．，　1993）が、近 年の 研究で は反すうの 強さ

は経験する ス ト レ ッ サ
ーの 程度に よ っ て変化 し

得る こ とが 示 唆され て い る。例 え ば、大 学生 や

コ ミュ ニ テ ィ を対象と した縦断的調査で は強い

（もしくは多 くの ）ス ト レ ッ サ ーを経験 した者

ほ ど反す うが強まる こ とが報告 されて い る （村

山
・
岡安，2012b；Nolen−Hoeksema 　et　aL

，
1994）。

しか しなが ら、その 逆 の プロ セ ス も指摘 され て

お り、反す うが強 い 人ほ ど対人摩擦 を経験 しや

す い こ と （Nolen−Hoeksema　＆　Davis，1999）や

日常的に 強 い ス トレ ッ サ
ー

を経験 し やす い こ と

（Moberly ＆ Watkins，2008； Nolen −Hoeksema

et　aL ，1999）が 見 い だ さ れ て い る 。 こ れ ら の 知

見か ら、反すうとス トレ ッ サ
ー

の 問 には相互 関

係が ある と推測され る 。 加 えて 、 反す うと同様

に ス トレ ッ サ
ー

は抑うつ の 悪化や うつ 病発症 を

引 き起 こ す要 因で あ る こ と （Blackmore　et　al，
，

2007；Lewinsohn 　et 　aL ，
　1999）や 抑 うつ が 強 い

人は ほ かの 人と比べ る とス トレ ッ サ ーを招 きや

す い こ と （ス ト レ ス 生 成 仮 説 ；Hammen
，

2005） を踏 まえる と 、 反す うとス ト レ ッ サ
ー

の 相互 関係 は抑うつ 状態に 対 して継時 的 な影響

を与 える と ともに 、 反す うの 強さ の 一端は抑う

つ 状態や ス トレ ッ サ ーに直面する状況に起 因す

る と考え られる 。 しか しなが ら、 コ ミ ュ ニ テ ィ

を対象として これ らの 要因間 の 縦断的 な関係に

関す る 研究 は こ れ まで ほ と ん ど行わ れて い な

い 。そ こ で 本研究は コ ミ ュ ニ テ ィか ら得 られた

成人 を対象 として 、反す う、ス トレ ッ サ
ー、抑

うつ 間 の 継時的 な関係 を検討する こ とを 目的 と

した。また先行研究に お い て 、重大 なラ イ フ イ

ベ ン トに遭遇する よ りも日常的 に経験す る些細

な出来事 を積 み重ねる ほ うが抑 うつ などを引 き

起 こ しや す く心身の 健康が損 なわれやす い こ と

（岡安，1992）か ら、本研究で は 日常 的な些細

な出来事 をス トレ ッ サ
ーとして取 り上 げる こ と

に した 。

本研究の 仮説

　前述 の先行研究を踏 まえ、本研究で は三 つ の

モ デ ル が 設定 さ れ た （Fig．　1）。 モ デ ル 1： Tl反

す うは Tl−T2 間 で の ス トレ ッ サ
ー

お よび T2抑

うつ に直接的な影響 を及ぼす （反す うに よる部

分媒介 モ デ ル ）。 モ デ ル 2 ： TI 抑 うつ は Tl−T2

間で の ス トレ ッ サー
お よび T2反 す うに直接的

な影響 を及ぼ す （抑 うつ に よる部分媒介 モ デ

ル ）。モ デ ル 3： Tl 反す うお よ び Tl 抑 うつ は

T1−T2 問で の ス トレ ッ サ
ー

の 生成 を促 し 、 それ

を通 じて T2 時で は 抑 うつ が悪化す る （反す う

お よび抑うつ の 完全 媒介モ デ ル ）。 なお先行研

究結果 （Nolen −Hoeksema　et　al．，1993；村 山 ・岡

安，2012b ）を踏 ま え、　 Tl反 す う→ T2 反す う

お よび Tl抑 うつ → T2抑 うつ の パ ス を加 えた 。

方 　法

調査対象者 と手続 き

　東海地方の A 県 B市 に在住する成人 154名に

本調査 を実施 した。B 市 は郊外に 位置 しそ の 地

域 で 就労する者 もい るが都市部に 通勤す る者が

多 い 町 で ある 。調査 対象者 は 本研 究 の 協力者

（以下、協力者）が住 む近隣 （町内）の 者であ り、

本研究の研究者 （第
一

著者）と協力者が 町内の

各住宅 を訪れ 、調査 目的 と内容を説明 した うえ

で本研究へ の 参加をお願 い した。 参加へ の 了承

が得 られた者に対 して質問紙が配布 され、後 日

協力者 に よ っ て 質問紙が 回収された （1回 目調

査、以下 Tl調査 ）。なお フ ェ イス シ ー トに も研

究 目的が記載 され た 。 Tl 調査 （X 年 8月）の約
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A
一

モ デル L B一モデル 2

C 一モ デル 9

Fig．　1 本研究が検討す る 3モ デ ル

7 カ 月後 （X ＋ 1年 3月）に 2回目調査 （以下、T2

調査）が 実施 さ れ た 。 Tl 調査 へ の 協力が 得 ら

れ た対象者に対 して協力者が T2調査の 質問紙

を各対象者 に配布 し、 回答後に質問紙 を回収 し

た 。 2 回にわ た る調査 の すべ て の 質問項 目に回

答 した 111名 （T1 時 44．30± 11．34 歳、男性 34

名、女性 77名、年齢範囲 20〜69歳 、 20歳代 13

名、30歳代 29名、40歳代 31 名、50歳代29 名、

60歳代 9名） を最終的に本研 究の 対象と した 。

本研 究へ の 協力は 自由意思 に任 され 、 同
一対象

者 を識別する ため に フ ヱ イ ス シ
ー

トに お い て 携

帯電話番号 （下 4桁）の 記入を求め た 。 こ れ を

除 き、 個人を特定する情報 （氏名な ど〉の 回答

は求め なか っ た。

調査材料

　ネガテ ィ ブな反 す う尺度 （伊藤 ・上里 ，
2001）

ネガ テ ィ ブな反す う尺 度は質問形式と自由記述

か ら構成 される 。 質問形式部は三 つ の ダミ ー項

目を含む 14項 目、二 つ の 下 位尺 度 「ネガ テ ィ

ブ な反す う傾向」、「ネガ テ ィ ブな反す うの コ ン

トロ
ー

ル不可 能性」か らなる 。 高得点は反すう

が強 い こ とを表 し回答 形式 は 6件法 （1：あ て は

ま らない 一6：あて は まる）で ある。十分な内的

整合性が認め られて お り、抑 うつ など との 間に

相関が示 され
一
定の 基準関連 妥当性が認め られ

て い る （伊藤 ・上 里，2001）。 本研究で は 「ネ

ガ テ ィ ブな反す う傾向」の み を実施 し反すうを

測定 した 。

　自己記入式抑うつ 尺度 （Self−rating 　Depression

Scale．以 下 SDS とする） Zung （1965）が 開発

した 自己記入式抑 うつ 尺度の 日本語版 （福 田 ・

小林，1973）を用 い た 。 20 項 目で 構 成 され、

半数が否定的表現で 残 りの 半数が肯定的表現で

記 載され て い る 。 高得点は 抑うつ が 強 い こ とを

表 し回答形式は 4件法 （1： な い また はた まに
一

4： ほ とん どい つ も）で ある 。

　日常苛立事 （主観的ス ト レ ス 源）尺度 （宗像

1996 ；宗像 ・仲 尾 ・藤 田 ・諏訪，1986）　 日

常苛立 事尺度 に よ っ て ス トレ ッ サ ーを測定 し

た 。 こ の 尺 度 は Lazarus　8【Cohen （1977）の ス

トレ ス概念に 基 づ い て 作成 され、七 つ の 下位尺

度 （「生 きが い や 人間 関係」、「自分 の 家族 の 将
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来 や 健康」、「社会生活一ヒの 人間関係」、「家庭生

活」、 「仕事関係」、「生活環境」、「収入や 支出」）

で 構成され て い る。「自分 の 将来の こ と」や 「友

人 関係 の こ と」な ど の 34項 目 に 3件法 （1：大

い にそ うで ある
一3： そ うで ない ）で 回答す る 。

1を 2点、2 を 1点、3 を 0点 に換算 し ス ト レ ッ

サ
ー

を測定する 。 高得点 ほ ど強い ス トレ ッ サ
ー

を経験 したこ とを表す 。 内的整合性や基準関連

妥当性が確認 され て い る 。 なお 原版 の 教示 は

「最近次 の こ とで イラ イラ し ます か ？」だが、

本研究で は 「昨年の 夏か ら次の こ とで イ ラ イ ラ

しますか ？」に変更 した 。

　Tl 調査 で は ネガ テ ィ ブな 反す う傾 向尺度 と

SDS を 、
　 T2調査 で は ネガ テ ィ ブ な反 すう傾 向

尺 度、SDS、お よび 日常苛立 事尺度 を実施 した 。

結　果

各変数の 相関お よび継時的変化

　各変数の 記述統計お よび変数間の 相関係数は

Table　1に示 されて ある 。 年齢 と反す う （T1 お

よ び T2） の 問に負 の 相 関が認 め られ た。　 Tl 反

す う と T2 抑 う つ と の 間 に は 中程 度 の 相 関

（r＝ ．388）が認め られ、ほか の 相関は中程 度以

上 の 強 さ （rs＞，50）で あ っ た 。 また 反す うお

よび抑 うつ の継時的変化 を検討するため対応 の

ある t検定 を行 っ た 。 その 結 果 、 反す うで は

T1−T2 間 で 有意差 が 認 め られ （t（110 ）＝2．32，

p〈．05）、T2調査時で の 反す うが強か っ た。　Tl

と T2 調査時で の 抑 うつ 状態に 差は 認 め られ な

か っ た （t（110）＝1．78
，
　n ．s．）。

調 査対象者の 抑う つ 状態

　抑 うつ に関する ア ナ ロ グ研究に お い て 、 対象

の 中で うつ 病の 診断基準 を満たす可能性が ある

者の 割合 を示す こ とはそ の研究結果が どの 程度

臨床群に適用で きるか を判断する うえで有益で

あ る こ と （奥 村 ・坂 本，2009）か ら、本調査

対象が呈す る抑うつ 状態 を検討 した。先行研究

（e．g．，横 田 ・山村，2007）に 倣 い 、本研究で も

SDS の 得点が 40 点台を軽度抑 うつ 状態 と した 。

そ の 結果 、31名 （27．9％ ）が軽度 もし くはそ れ

以上 の 抑 うつ 状態 に あ り、その うち9名 （8．1％）

は中等度以上 の抑 うつ 状態 （50 点以 上 ；福田 ・

小林，1973）に あ っ た 。

共分散構造分析

　反す う、ス トレ ッ サー、抑 うつ 間の縦断的な

関係 を検討する た め 、モ デ ル 1 か ら 3 に 関 して

共分散構造分析 を行 っ た 。 分 析 に際 し、T1 お

よび T2 調査時の ネガ テ ィ ブ な反すう傾向尺度 、

SDS 、お よ び 日常 苛立事尺 度 の 各合計得点 を

T1 お よ び T2 反 す う、Tl お よ び T2 抑 う つ 、

T1−T2 ス トレ ッ サ ーの観測変数と し た 。 分析 の

結果、い ずれ の モ デ ル も高 い 適合度を示 したが

AIC 値 の 比 較か ら本研究で は モ デ ル 3 （Fig．2）

を採用 した 。 Table　2 に は 各モ デ ル の 適合度が

ま とめ て あ る 。

ス トレ ッ サーの種類に 関する分析

　各領域 の ス トレ ッ サ
ー

が もた らす影響を検討

した 。 ス トレ ッ サーの 領域 ごと に観測変数 （各

下位尺 度 の 合計得点） を作成 し、「T1−T2 ス ト

レ ッ サ
ー」に代わ りすべ て の ス トレ ッ サ

ー領域

Table　1　 Tl お よ び T2 調査時 における各変数の 記述統計量と相関係数

Mean SD 1 2 3 4 5

1 年齢 （Tl）
2　反すう　（T1）

3　抑 うつ 　（Tl）
4　反すう （T2）

5 抑 うつ （T2）

6　ス トレ ッ サ ー （T1−T2）

44．3018

．3235

．6919
．9337

．2212

．58

11．348

．528

．968
．3510

．069

．66

一．302 ＊＊

一．171
− ．227 ＊

一．139
− ．133

．514 ＊＊＊

．637 ＊ ＊ ＊

．388 ＊ ＊ ＊

．417＊ ＊ ＊

．508 ＊ ＊ ＊

．566 ＊ ＊ ＊

．493 ＊＊＊

．528＊ ＊ ＊

　　　　　−

564 ＊＊＊　　　．542＊＊＊

＊

p＜．05　
＊＊

p＜．Ol　
＊＊＊

p〈 ，001
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Fig．2　反す う，ス トレ ッ サ ー，抑うつ 間の 縦断的関係性に 関す る共分散構 造分析 の 結果

Table　2　各モ デ ル の 適合度指数

モ デ ル

Ne．

適合度

ユ

κ GFIAGFICFI 　　 RMSEA 　　 AIC
有意 で は なかっ たパ ス

モ デ ル 1　 0．552 　 0．999 　 　 0．978 　 　 1．000

モ デ ル 2 　 0．562 　 　0．999 　 　 0．979 　 　 1．000

モ デ ル 3　 0．708　 　0．997　 　 0．978 　 　 LOOO

O．OOOO

．OOOO

．000

28．354　T1 反すう→ T2 抑うつ （β
＝

一 〇62）

28．337　Tl 抑うつ → T2 反 す う（βrO46 ）

26．691

Note ：X2の 値 はす べ て p＞．05

Table　3　各領域 ス ト レ ッ サ
ー

が示 す抑うつ お よ び 反 す うとの 関係性

ス トレ ッ サ
ー

の 種類
T1 抑うつ →

ス トレ ッ サ ー
Tl 反すう→

ス トレ ッ サ ー
ス トレ ッ サー→ 　 　ス トレ ッ サ

ー
→

　 T2抑 うつ 　　　　　T2 反す う

生 きが い や 人 間閧係

自分 の 家族の 将来や健康

社会生活 上 の 人 間関係

家庭生活

仕事関係

生活環 境

収入や 支出

．045

．395 ＊ ＊ ＊

．209

．273 ＊ ＊ ＊

．143

．428 ＊ ＊ ＊

．315＊＊

　．464 ＊＊＊

　．121

　．211

　．021

　．200
− ．026

　．078

　．155＊

　．101

　．Ol7
− ．024
− ，053
− 。024

　．253 ＊ ＊ ＊

　．230＊＊＊

一．006

一 〇〇5

　．118
− ，058
　．118

　．llO

Note：「ス ト レ ッ サ ー」 は T1−T2 問 で経験 した ス トレ ッ サー
の 強 さを示す 。 各数値 は 標準偏 回帰係数

＊

p＜ ．05　
＊＊

p＜ ．01　
＊＊＊

p＜．001

の 観測 変数を
一

度 にモ デ ル 3に投入 した 。 その

結果 （Table　3）、　 Tl抑 うつ は 5領域 の ス ト レ ッ

サ
ー

を 強 め （自分 の 家 族 の 将 来 や 健 康 ；

βr395 ，家 庭 生 活 ：β
＝．273，生 活 環 境 ：β

ニ

．428，収 入 や 支 出 ：β
ニ，315， す べ て ρ〈．Ol）、

「生 きが い や人 間 関係」（β
＝．155）と 「収入 と

支出」 （β
＝．253＞ス ト レ ッ サ ーは T2 抑 うつ に

有意な影響 を与えた （p〈 ．05）。 「生 きが い や人

間関係」ス トレ ッ サ
ー

の み T1お よ び T2反す う

と有意 な 関係 を示 し、「生 きが い や 人間関係」

ス ト レ ッ サ
ー

は T1 反す うか ら有 意な影響 を受

ける （β
一．464

，p〈 ．001） とと もに、　 T2反す う
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に 有意 な影響 を及 ぼ す こ とが 認 め られ た （β
＝．230，p＜．Ol）。

考　察

　反すうとス トレ ッ サ ーの 問に は相互 関係があ

り、それが 抑うつ に縦断的な影響 を及 ぼ す と考

えられ る もの の 、 この 影響 は これ までほ とん ど

検討 され て い なか っ た。 そこ で本研究は コ ミ ュ

ニ テ ィ か ら得 られた成人を対象 と して 約 7 ヵ 月

の イ ン タ
ーバ ル をお い た縦 断的調査 を行 っ た 。

共分散構造分析の結果 、 適合度が高 い モ デ ル が

得 られ、T1時で の 反す うの 強 さ は Tl−T2 間 で

経験 した ス ト レ ッ サ
ー

を完全 に媒介 しT2 時で

の 抑 うつ の 悪化 を引 き起 こす こ と 、 T1 時に 反

す うお よび抑 うつ が 強 い 者ほ ど Tl−T2 間で 強

い ス トレ ッ サーを経験 しその た め に T2 時で は

反すうお よび抑うつ が さ らに強まる こ とが認め

られ た 。

反 す うの影響

　本研究で は Tl 反す うは T2抑 うつ に直接的で

は な く間接 的な影響 を及ぼ す こ とが示 された。

具体 的には、Tl時に反す うが強 い 人ほ ど T2 調

査 まで の 7 ヵ 月間で よ り強 い ス トレ ッ サ
ー

を経

験 し、そ の ため T2 時に は強 い 抑 うつ 状態に あ

る こ とが 認め られ た 。 抑 うつ の 悪化 を促す反す

うの縦断的な影響はこれまで に報告 されて い る

（Nolen −Hoeksema 　＆　Morrow ，　1991）が 、本 研

究の 結果か らす る と、反す うは直接的 に抑 うつ

を悪化させ る の で は な くス トレ ッ サーの 生成を

促すこ とを介して抑うつ の悪化 を引き起 こす と

考 えられ る 。 本研究 と同様 に 、 大学生 を対象 と

した研究 に お い て も反す うが もた らす抑 うつ へ

の 縦断的な影響 は ス トレ ッ サ
ー

の 生成 によ っ て

媒介 され る こ とが 認め られ て い る （村 山 ・岡

安，2012b）。 こ の こ とか ら、ス ト レ ッ サ
ー

の

生成を媒介する 反すうに よる抑 うつ へ の 間接的

影響 は対象者の 年齢や属性にか かわ らず認めら

れ る と考えられ る 。

　本研究で は各ス トレ ッ サ
ー領域が もた らす影

響 を検討 した。 そ の 結果 、 「生 きが い や 人 間関

係」ス ト レ ッ サ
ー

の み が T1 お よびT2 反す うと

の 縦断的な関係 を示 した 。 具体 的に は 、 T1 時に

反す うが 強 い 人ほ ど 「生 きが い や人 間関係」 ス

トレ ッ サーを経験 し、「生 きが い や人間関係」 ス

トレ ッ サ
ーを強 く経験 した人 ほ どT2時には反す

うが 強ま る こ とが 認め られ た。こ の こ とか ら、

反すうの 影響 はあ らゆ る領域の ス トレ ッ サーに

認め られる もの で は な く、 特定領域の ス トレ ッ

サ
ー

に 限定的に現れ る もの であると考えられ る 。

本研究結果を支持す る よ うに、先行研究 にお い

て 反す うが強 い 人 ほ ど対人 摩擦を引 き起 こす こ

とが 報告 さ れ て い る （Nolen−Hoeksema ＆ Davis，

1999）が、反す うと生 きが い の 縦断 的な 関係

は こ れ ま で ほ とん ど報告 されて い な い 。 本研究

で は 反す うが生 きが い に 関 する ス トレ ッ サ
ー

を

強め る機序 を検証 して い な い が、こ れ まで に得

られて い る知見か らその 一端が推察 され る 。 生

きが い は 日常生活上 の 目標が達成 され た ときに

感 じる もの で あ る こ と （藤 原 ，1972）や、反

す うで は 目標 （理想）と現実の 乖離が着 目され

や すい こ と （Martin ＆ Tesser， 1996 ）が指摘 さ

れ て い る 。 こ れ らを踏まえ ると、反す うが強 い

人 ほ ど 目標 と現実の 乖離に 過敏で あ り、 それ ゆ

え に 生 きが い に 関する ス トレ ッ サ
ーを経験 しや

す い 心理 的傾向を維持 して い る と思 われる 。

　また先行研究 にお い て強 い ス トレ ッ サ
ーを経

験 した後で は反す うが強 まる こ とが示され て い

た （Nolen−Hoeksema　et　al．，1994）が 、 本研 究

は こ の知見を支持する とともに先行研究 を発展

させ る もの で あ っ た。ス トレ ッ サ
ー領域 ご とに

分析 した結果、「生 きが い や 人間関係」ス トレ ッ

サ
ーを経験する ほ ど反すうが強まる こ とが認め

られ た。 こ の こ とか ら、 あ らゆる ス トレ ッ サ
ー

が 反す うを強め る わ け で は な く、 特定領域 の ス

トレ ッ サ
ー

（本研究で は 「生 きが い や人間関係」

ス トレ ッ サ
ー）を強 く経験する場合 に 限 り反す

うが悪化する と考え られ る 。
こ れ もこ れ まで の

知見で は報告 され て い ない 点で ある こ とか ら、

今後の再検証が必要であ るとともに、反す うを

強 め る ほ か の ス トレ ッ サ ー領域 を さ らに検討す
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る必要がある 。

抑 うつ とス トレ ッ サーの 影響

　本研 究で 採用 され た モ デ ル か ら 、
ス ト レ ッ

サーを媒介する 反す うの 間接的影響 と同様 に、

Tl 時の 抑 うつ が ス ト レ ッ サ
ー

の 生 成 を促 しそ

れが T2 時の 反す うや 抑 うつ の 悪化 を引 き起 こ

すこ とが認め られ た 。 こ の 結果 を踏 まえる と、

抑うつ の 強 さは さまざまな要因が もた らす精神

的健康 へ の 悪影響を表す 「結果」 として だけで

は な く、さ らなる抑うつ の 悪化を引き起 こす原

因に もな りうる と考 えられる 。 本研究 は 2回の

調査の み で あ り複数回 の 調査を含む縦断的検討

が今後必要で ある が、本研究で採用 した モ デ ル

で は、反す うと ス トレ ッ サ
ー

の 間だけで はな く

反す うと抑 うつ の 間に もス トレ ッ サ
ーの 生成 を

介した縦断的な相互 関係 （反すう→ 抑うつ → 反

すう）が形成 されて い る こ とから、 反す う、 抑

うつ 、ス トレ ッ サ ーの 間に は悪 循環が 形成さ

れ、それが抑 うつ を維持 させ る
一

因とな っ て い

る と考 えられ る 。

反 すうの安定性

　 これ まで
一

部の研究にお い て 反す うの 強 さは

安 定 し て い る と 指摘 さ れ て い た （Nolen−

Hoeksema 　et　al．，　1993＞が、本研究 の 知見か ら

する と反す うが安定して い る とは
一概 には言え

ない
。 7 カ月の イ ン ターバ ル をお い た 2 回の 調

査の 結果、Tl と T2 反す うの 問には強い 相関 （r

＝．637）が認め られた 。 こ れ は、初 回測定時点

にお い て反 すうが 強 い 群に位置づ け られ た者は

2回 目の 測定にお い て も強 い 群で あ り続ける可

能性が高 い こ とを示唆 して お り、一
定期間 をお

い て も反すうの 強 さ に 関する群内の 川頁位 （相対

的な強さ）は 維持 されやす い と考えられ る 。 そ

の
一

方で 、∫検定の 結果 か らは 7 カ月間で 反す

うの 強 さは 変化 す る こ とが示 され た 。 さ ら に

T1−T2 問で 強 い ス トレ ッ サ
ーを経験す る ほ ど

T2 時の 反 す うが 強ま る こ と も認め られ、環境

変化な ど ス トレ ッ サ
ー

の 生成が強 く促 され る状

況下で は反す うは強まる と考えられ る 。 以上の

こ とか ら、反す うの相対的な強さは持続す る傾

向にあるが、反す うの 強 さ自体 （測定値）は継

時的に変動す る動的 なもの で ある と示唆 され

る 。

臨床的 な示唆

　本研究が採用 した モ デ ル か ら 、 反す うは ス ト

レ ッ サ
ーの 生 成を強め 、それ を通 じて 反すうが

さ らに強まる プロ セ ス が 認め られ た。こ れ に加

え、 反す うは横 断的に抑 うつ を悪化 させ る と と

もに、ス トレ ッ サ
ー

の 生成 を通 じて縦断的 に も

抑うつ 悪化を引 き起こす こ とが示 された 。 これ

らの こ とか ら、抑 うつ の 慢性化 を予 防する うえ

で 反す うの 減弱化が重要で ある と考 えられ る 。

そ の ため、先行研 究 （村 山 ・岡安，2012a）で

も指摘 され て い るが 、 成人を対象 とす る抑 うつ

予防 プ ロ グ ラ ム で は 反 すうの 減弱を 目的 と し

て、反 す うを維持す る信 念 （Papageorgiou＆

Wells， 2001）の 修正や マ イン ドフ ル ネス の 向上

（Burg　8ζ Michalak，2011；Kumar 　et　aL ，2008）

に焦点 を当て る こ とが効果的で ある と考えられ

る 。

　加えて 、本研 究で は強い ス トレ ッ サ
ーを経験

した人 ほ ど T2 時で は反す うが 強 く、 その た め

に T2 時の 抑うつ が悪 化する こ と が認め られ た 。

こ の 点か ら、ス トレ ッ サーの軽減を図る こ とで

も反す うの減弱、ひ い ては抑うつ の緩和が得 ら

れる可能性が ある 。
こ れまで の ス トレ ス マ ネジ

メ ン トの 介 入研 究に お い て 、リラ ク セ ーシ ョ

ン、認知再構成、行動的技法 （アサ
ー

シ ョ ン な

ど）を訓練 す る こ とで ス トレ ッ サ
ー

が軽減 する

こ とが報告 され て い る こ とか ら （Richardson ＆

Rothstein， 2008）、ス トレ ス マ ネジ メ ン トを充

実 させ る こ とで 反す うの 減弱 を図る こ とが で き

る と考 えられ る 。 しか しなが ら、 コ ミュ ニ テ ィ

を対象 として 抑 うつ 予防プ ロ グラ ム を実施する

場合、場所、期間、参加者 の 選別など現実的な

課題が あ り、それ らを検討する必要が あろ う。

今後 、 本邦に適 しコ ミ ュ ニ テ ィ に導入可能な抑

うつ 予防プ ロ グラム を開発す ると と もに、抑 う

つ の 予 防的介入 をど の よ うな形 態で コ ミ ュ ニ

テ ィ に導入するか を精査する こ とが期待され る 。
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今後の課 題

　 まず本研究の対象者は
一

つ の 県の 特定地域か

ら募っ た 成人 で あ っ た こ とか ら、本研 究の 結果

はそ の 県や 地域 に見 られ る特異的な要因が影響

した可 能性がある 。 今後 、 複数の 県から調査対

象者を募る こ とで 潜在する剰余変数の影響を統

制する こ とがで きる と考えられる 。 加えて 、本

研究で は職業な どの 情報 を得て い なか っ た こと

か ら、本研究結果 を抑うつ の 遷延化が 懸念 され

て い る産業場面 に応用 で きる か は不 透明 で あ

る 。 今後、本研究 を発展 させ 、勤労者 を対象 と

し職場や勤務時に見 られ るス トレ ッ サ
ーを測定

する こ とで 産業領域 へ の 応用が検討で きよ う。

最後 に、Tl 時で 反す うが 強 い 人 ほ ど Tレ T2 間

で 強 い ス ト レ ッ サ ーを経験する こ とが 認め られ

た が 、 こ の 解釈につ い て の 課題 もある 。 こ の結

果は 反す うが強 い 人が強 い ス トレ ッ サ
ーを実際

に経験 して い た と解釈で きる
一
方で 、同程度の

ス トレ ッ サーを経験 して い た と して も反す うが

強 い 人は ほか の 人 よ りもス ト レ ッ サ
ー

を ネガ

テ ィ ブ に捉 える 傾 向が 強 く、それ ゆ えに ス ト

レ ッ サ
ー

の 影響が過 剰に強め られ た とも解釈で

き る 。今後の 研究で 、反す うが ス トレ ッ サ ーの

生成 を実際に促すの か、それ と もス ト レ ッ サー

を よ りネ ガ テ ィ ブ に解釈す るだけで あるか に関

する検討が 必要で ある。
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Longitudinal Effect ofa  Reciprocal Relationship between Depressive

 Rumination and  Stressors on  Depression in a Community  Sample

                   YlasuoMuRAyAMAi  TbkahiroOKAyAsu2

                   
i
 Hamamatsu  University School ofMedicine

                   
2
 School of  Arts and  Letters, Melji University

                                 Abstract

   Empirical evidence  frorn experimental,  cross-sectional,  and  longitudinal studies  has suggested  that

depressive ruminations  prolong and  intensify depression. Previous published research  has suggested

that rumination  contributes  to the development of  stressors,  and  that the experience  of  stressQrs

enhances  the level of  rumination,  1[he purpose of  the  present 2-wave  longitudinal study  was  to

inyestigate how  the reciprocal  relationship  between rumination  and  stressors  is associated  with

depression. Adults (N= 111; mean  age  44.30± 11.34years) completed  instruments that assessed

rumination  and  depression at  baseline (Tl) , Then, rumination,  depression and  stressors were  assessed

7 months  Iater (T2). Structural equation  modeling  indicated that rumination  at  baseline was  not

directly associated  with  depression 7 months  later, but stressors that had been experienced  during the

intervening 7 months  fu11y mediated  the effects  of  rumination  on  depression. Moreover, the level of

rumination  and  depression at baseline was  associated  with  greater stressor, which  in turn  intensified

rumination  and  depression 7 months  later,

Key WOrds: depressive rumination,  depression, stressors,  structural  equation  modeling,  longitudinal

study
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